




変化を伴うことが多い(蓬原ら1967.Hesemann & Gaul 1967. Kawai 1963.小西1968.



















する)を優性系統に交配し， 1968年にそれらの F，(MF，)，また，翌1969年に F2(MFz) 
について，稗長をはじめ，多くの主要形質を調べた.
調査個体数は掻性系統聞の相互交雑の DF，については組合せ当り 14個体を 1区と
し，緩性系統および渦赤神力については各14個体ずつを 3区に栽植し，各区の両端の隣

































































































































全体として，倭性系統より長く，渦赤神力と同じか，若干短い. ただ， E3 88 xE3 251 
第 2表 媛性系統相互間交雑の Flの稗長 (cm)
，系統番号 124 216 251 244 263 88 
E， 124 (45.6) 81.6 82.6 80.4 88.7 89.6 
E， 216 81. 6 (45.0) 86.5 83.9 91. 2 98.2 
E. 251 82.6 86.5 (53.0) 83.2 83.6 56.9 
E. 244 80".4 83.9 83.2 (43.0) 75.9 90.9 
E， 263 88.7 91. 2 83.6 75.9 (51. 0) 99.8 




られる.一方， E3 244 xE3 263のF，は他のものより短稗ではあるが，稗の長い方の親 E，








聞の働きあいによるとも考 系統計(緩み統〕〈pxd赤神力〕 F.-P Fl~渦赤神力
えられるが， これらの F1
E. 124 38.6** -4.2 
は反復をもたないために，
56.1 94.7 
E. 216 52.9 100.1 47.2** 1.2 
明らかなことはわからな E，251 67.4 91. 0 23.6*事 7ー.9*
し、. E，244 53.9 94.2 40.3ホホ -4.7 
3.矯性の遁伝 E，263 40.9 99.2 58.3柿 0.3 
第3表に示すように，こ E， 8 69.1 109.4 40.3ホ* 10.5事*








は，嬢性系統とほぼ同程度 30~ F. (Es 263x赤伸カ}






b:， 88 慢性に関しては2つの劣性 u 










































系統番号 正常型 緩性型 計
χ2 
P (3: 1) 

















E，263 1. 278 0.2-心.381 34 
30 
115 
0.821 0.3-<>.5 74 104 
-144ー
第 5表 F， (媛性系統x並赤神力〉における媛性遺伝子と渦性遺伝子との連鎖関係











E，251 観察数 208 9 










17.60 56.65 297.∞ 5.405 0.1-0.2 17.30 
6 62 285 (202.667) 極小
7.42 63.83 285.00 0.674 0.8"心.9 5.35 
一一一.-.・・一一一一ーー晴也曲島四時台町四四国崎信唱叫働白ー・~.，・一一"一一回ーーーー一一回一ーーー
E，244 観察数 157 59 50 21 287 (0.147) 0.7-0.8 












201. 13 16.37 
214 
217.50 
57 12 293 
54.94 18.31 293.00 
10 66 290 
16.37 56. 13 290.00 
10 66 290 
9.54 62.96 290.00 
十期待数は最右欄の組換え価より求めた.
廿 27:21 : 9 : 7としての χ弘値.



















中で， Es 216については，前述のように悟性に関して 2つの劣性遺伝子が関与し，そのう
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F2 (媛性変異系統×渦赤神力〉における手事長と穂密度および全長との関係
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第 6表 F， (媛性系統x並赤神力〉における 4つの表現型聞の稗長の比較 (cm)
系統番号並正A常型並綴B性型渦正C常型渦緩D性型 A-B C-D (A-B)-(C-D) B-C 
E，124 108.5 66.5 85. 7 44.4 42.0** 41.3*. 0.7 -19.2・
E，251 103.9 61. 0 88.8 49.2 42.9** 39.6*. 3.3 -27.8紳
E，244 104.1 78.6 81.1 58. 7 25.5事事 22.4*. 3.1 -2.5 
E，263 106.9 90.6 87.5 51. 8 16.3* 35.7*. 一19.4 3.1 
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右半分に長さに関係しない幅， 厚さ，重さ， 数などの形質を，また， 形質の項の左側に
E3263の，右側に E3244の偵を凶示した.



























第 3凶 Fz (後性系統x.~ÉJJ、 例1))) における表現型群聞の比較(池正常却)= 100として)
まず，媛性遺伝子の単独の効巣(並震性型〕についてみると， E3263のもつ壊性遺伝子は
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第4図 F2 (Ea 263 x並赤神力〉における並媛性型と
渦正常型との稗長および各節間長の比較




玄土SE CV(%) 玄土SE CV(%) 
6.05土0.0237 2.88 6.11土0.0261 3.14 
3.51土0.0125 2.62 3.46土0.0198 4.22 
2.50土0.0161 4.73 2.35土0.0156 4.88 










た.同じようなことが Hesemann& Gaul (1967)によっても報告されている.すなわ
ち，単劣性遺伝子によって支配される慢性密穂短粒の変異体に原品種 HaisaIを交雑し
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